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PC との接続と GUI へのログイン

この章では、Cisco ONS 15454 に PC とワークステーションを接続する方法と、Cisco ONS 15454 の

Operation, Administration, Maintenance and Provisioning（OAM&P; 運用管理と保守およびプロビジョ

ニング）ユーザ インターフェイスである Cisco Transport Controller（CTC）ソフトウェアにログイン

する方法について説明します。TL1 の使用による ONS 15454 ANSI への接続手順は、『Cisco ONS

SONET TL1 Command Guide』または『Cisco ONS 15454 SDH TL1 Command Guide』に記載されています。

（注） 特に指定のないかぎり、「ONS 15454」は ANSI と ETSI の両方のシェルフ アセンブリを意味します。

作業の概要
ここでは、主要手順（NTP）について説明します。具体的な作業については、詳細手順（DLP）を

参照してください。

1. NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）：PC またはワークステーションをこれまで

ONS 15454 に接続したことがない場合は、この手順を実行します。

2. NTP-G18 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コンピュータの設定（p.2-11）：
ONS 15454 にオンサイト クラフト接続するようにコンピュータを設定する場合は、この手順を

実行します。

3. NTP-G19 ONS 15454 に企業 LAN 接続するためのコンピュータの設定（p.2-25）：企業 LAN を介

して ONS 15454 に接続するようにコンピュータを設定する場合は、この手順を実行します。

4. NTP-G20 ONS 15454 へのリモートアクセス接続の設定（p.2-28）：ONS 15454 にリモート モデ

ムでアクセスするようにコンピュータを設定する場合は、この手順を実行します。

5. NTP-G21 ONS 15454 GUI へのログイン（p.2-29）：CTC にログインする場合は、この手順を実

行します。
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NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定

（注） リリース 4.6 より前の CTC ソフトウェアを実行するノードにログインする場合、JRE 1.4.2 をアン

インストールして JRE 1.3.1_2 をインストールします。R4.7、R5.0、または R6.0 を実行するには、

JRE 1.3.1_2 をアンインストールして JRE 1.4.2 を再インストールします。

ステップ 1 コンピュータに適切なブラウザがインストールされていない場合は、次の操作を実行してくださ

い。

• Netscape 7.x をインストールする場合、次のサイトからブラウザをダウンロードしてください。
http://channels.netscape.com/ns/browsers/default.jsp

• PC に Internet Explorer 6.x をインストールする場合、次のサイトからブラウザをダウンロードし

てください。
http://www.microsoft.com

ステップ 2 コンピュータが Windows PC の場合は、「DLP-G37 Windows 向けの CTC インストール ウィザードの

実行」（p.2-3）を実行してからステップ 4 に進んでください。

ステップ 3 コンピュータが UNIX ワークステーションの場合は、「DLP-G38 UNIX 向けの CTC インストール

ウィザードの実行」（p.2-7）を実行してください。

ステップ 4 PC またはワークステーションが設定されている場合は、ネットワークに適した設定手順を実行し

てください。

• NTP-G18 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コンピュータの設定（p.2-11）

• NTP-G19 ONS 15454 に企業 LAN 接続するためのコンピュータの設定（p.2-25）

• NTP-G20 ONS 15454 へのリモートアクセス接続の設定（p.2-28）

（注） シスコの光機器にアクセスする際に ID およびパスワードのキャッシュがコンピュータに残らない

ようにブラウザを設定することを推奨します。

Internet Explorer では、［ツール］>［インターネット オプション］>［コンテンツ］を選択します。

［オートコンプリート］をクリックして、［フォームのユーザー名およびパスワード］オプションを

オフにします。

Netscape 7.0 では、［編集］>［設定］>［プライバシーとセキュリティ］>［フォーム］を選択して、

フォームデータを保存するオプションをオフにします。パスワードに関しては、［編集］>［設定］

目的 この手順では、CTC を実行するように PC または UNIX ワークステーショ

ンを設定します。

ツール / 機器 Cisco ONS 15454 リリース 6.0 ソフトウェアまたは Documentation CD

事前準備手順 第 15 章「シェルフ ハードウェア リファレンス」

必須 / 適宜 必須

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし

http://channels.netscape.com/ns/browsers/default.jsp
http://www.microsoft.com
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>［プライバシーとセキュリティ］>［パスワード］を選択して、パスワードを記憶するオプション

をオフにします。パスワードは暗号化形式で格納できます。6.0 より前のバージョンの Netscape で
は、ID およびパスワードのキャッシュは保存されません。

終了：この手順は、これで完了です。

DLP-G37 Windows 向けの CTC インストール ウィザードの実行

（注） リリース 4.6 より前の CTC ソフトウェアを実行するノードにログインする場合、JRE 1.4.2 をアン

インストールして JRE 1.3.1_2 をインストールします。R4.7、R5.0、または R6.0 を実行するには、

JRE 1.3.1_2 をアンインストールして JRE 1.4.2 を再インストールします。

（注） JRE 1.4.2 には、Netscape 7.x または Internet Explorer 6.x が必須です。

ステップ 1 コンピュータに次の項目が搭載されていることを確認します。

• プロセッサ：Pentium III、700 MHz 以上の速度

• RAM：384 MB 推奨（512 MB が最適）

• ハード ドライブ：20 GB ハード ドライブを推奨（最低 50 MB の空き容量が必要）

• オペレーティング システム：Windows 98（1st および 2nd Edition）、Windows NT 4.0（Service
Pack 6a）、Windows 2000（Service Pack 3）、または Windows XP Home

目的 この作業では、CTC オンライン ユーザ マニュアル、Acrobat Reader 6.0.1、

JRE 1.4.2、および CTC JAR ファイルをインストールします。リリース 6.0

の実行には、JRE 1.4.2 が必要です。CTC JAR ファイルを事前にインストー

ルしておくと、初回ログインの時間が短縮されます。JAR ファイルがイン

ストールされていない場合は、初回ログイン時に TCC2/TCC2P カードから

ダウンロードされます。

ツール / 機器 Cisco ONS 15454 リリース 6.0 ソフトウェア CD

事前準備手順 なし

必須 / 適宜 この作業は、CTC の実行に Windows コンピュータを使用する場合および

次のいずれかに該当する場合に必要となります。

• JRE 1.4.2 がインストールされていない場合

• 必要な CTC オンライン ユーザ マニュアルがインストールされていな

い場合

• 必要な CTC JAR ファイルがインストールされていない場合

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし
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オペレーティング システムが Windows NT 4.0 の場合は、Service Pack 6a 以降がインストールさ
れていることを確認します。［スタート］メニューから［プログラム］>［管理ツール（共通）］
>［Windows NT 診断プログラム］の順に選択し、［Windows NT 診断プログラム］ダイアログ
ボックスの［バージョン］タブでサービス パックを確認します。Service Pack 6a 以降がインス
トールされていない場合は、手順を実行しないでください。サイトのコンピュータ アップグレー
ド手順に従って Service Pack 6a をインストールします。

（注） プロセッサ要件と RAM 要件が基準になります。より高速なプロセッサとより大容量の

RAM をコンピュータに搭載すると、CTC のパフォーマンスが上がります。

ステップ 2 コンピュータの CD ドライブに Cisco ONS 15454 リリース 6.0 ソフトウェア CD を挿入します。イン

ストール プログラムが自動的に起動します。起動しない場合は、CD ディレクトリに移動し、

setup.exe をダブルクリックします。

Cisco Transport Controller インストール ウィザードにより、コンピュータにインストールされるコン

ポーネントが表示されます。

• Java ランタイム環境 1.4.2

• Acrobat Reader 6.0.1

• オンライン ユーザ マニュアル

• CTC JAR ファイル

ステップ 3 Next をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• Java ランタイム環境とオンライン ユーザ マニュアルの両方をインストールする場合は、

Typical をクリックします。JRE 1.4.2 がすでにコンピュータにインストールされている場合は、

Custom を選択します。

• JRE またはオンライン ユーザ マニュアルのいずれか一方をインストールする場合は、Custom
をクリックします。デフォルトでは、Acrobat Reader およびオンライン ユーザ マニュアルが選

択されています。

ステップ 5 Next をクリックします。

ステップ 6 状況に応じて、次の項目を実行します。

• ステップ 4 で Typical を選択した場合は、このステップを飛ばしてステップ 7 に進みます。

• ステップ 4 で Custom を選択した場合は、インストールする CTC コンポーネントを選択し、Next
をクリックします。

－ オンライン ユーザ マニュアルを選択した場合は、ステップ 7 に進みます。

－ オンライン ユーザ マニュアルを選択しなかった場合は、ステップ 9 に進みます。

ステップ 7 インストール ウィザードによって CTC オンライン ユーザ マニュアルがインストールされるディレ

クトリが表示されます。デフォルト ディレクトリは C:\Program Files\Cisco\CTC\Documentation です。

• CTC オンライン ユーザ マニュアルのディレクトリを変更する場合は、Directory Name フィール

ドに新規のディレクトリ パスを入力するか、または Browse をクリックして該当するディレク

トリに移動します。

• デフォルト ディレクトリを変更しない場合は、このステップを飛ばします。
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ステップ 8 Next をクリックします。

ステップ 9 インストールするコンポーネントについて検討します。これらのコンポーネントを変更するには、

次のいずれかを実行します。

• ステップ 4 で Typical を選択した場合は、Back を 2 回クリックして、インストール設定タイプ

パネルに戻ります。Custom を選択し、ステップ 5 ～ 8 を繰り返します。

• ステップ 4 で Custom を選択した場合は、コンポーネント選択パネルが表示されるまで Back を
1 回または 2 回（選択したコンポーネントによって異なる）クリックします。ステップ 6 ～ 8
を繰り返します。

ステップ 10 Next をクリックします。JRE インストール ウィザードが表示されるまで数分かかることがありま

す。ステップ 4 で Custom を選択し、Java Runtime Environment 1.4.2 をオンにしなかった場合は、ス

テップ 12 に進みます。

ステップ 11 JRE をインストールするには、次のように操作します。

a. Java 2 Runtime Environment License Agreement ダイアログボックスで、使用許諾契約を表示し、

次のいずれかを選択します。

• I accept the terms of the license agreement：使用許諾契約に同意します。ステップ b. に進みま

す。

• I do not accept the terms of the license agreement：Java 2 Runtime Environment License Agreement
ダイアログボックスにある Next ボタンがディセーブルになります。Cancel をクリックし

て、CTC インストール ウィザードに戻ります。CTC による JRE のインストールは実行さ

れません。ステップ 12 に進みます。

（注） コンピュータに JRE 1.4.2 がすでにインストールされている場合、License Agreement
パネルは表示されません。Next をクリックしてから、Modify を選択して JRE のイ

ンストールを変更するか、または Remove を選択して JRE をアンインストールする

必要があります。Modify を選択して Next をクリックした場合は、ステップ e. に進

みます。Remove を選択して Next をクリックした場合は、ステップ i. に進みます。

b. Next をクリックします。

c. 次のいずれかを選択します。

• すべての JRE 機能をインストールする場合は、Typical をクリックします。Typical を選択

した場合は、インストールした JRE バージョンが自動的にブラウザのデフォルト JRE バー

ジョンになります。

• インストールするコンポーネントを選択し、その JRE バージョンを使用するブラウザを選

択する場合は、Custom をクリックします。

d. Next をクリックします。

e. Typical を選択した場合は、ステップ i. に進みます。Custom を選択した場合は、インストール

するプログラム機能ごとにドロップダウン リストをクリックして目的の設定を選択します。プ

ログラム機能には、次のような機能があります。

• Java 2 Runtime Environment：（デフォルト）欧州言語がサポートされている JRE 1.4.2 をイ

ンストールします。

• Support for Additional Languages：欧州以外の言語のサポートを追加します。

• Additional Font and Media Support：Lucida フォント、Java サウンド、および色管理機能を追

加します。
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各プログラム機能のドロップダウン リスト オプションは、次のとおりです。

• This feature will be installed on the local hard drive：選択した機能をローカル ハード ドライブ

にインストールします。

• This feature and all subfeatures will be installed on the local hard drive：選択した機能とすべての

従属機能をローカル ハード ドライブにインストールします。

• Don't install this feature now：この機能をインストールしません（Java 2 ランタイム環境に適

したオプションではありません）。

JRE バージョンがインストールされるディレクトリを変更するには、Change をクリックし、
目的のディレクトリに移動してから OK をクリックします。

f. Next をクリックします。

g. Browser Registration ダイアログボックスで、Java Plug-In に登録するブラウザをオンにします。

この JRE バージョンが選択したブラウザのデフォルトになります。両方のブラウザ チェック

ボックスをオフのままにすることもできます。

（注） この JRE をこれらのブラウザのデフォルトとして設定すると、これらのブラウザで問

題が発生する可能性があります。

h. Next をクリックします。

i. Finish をクリックします。

（注） JRE をアンインストールしている場合は、Remove をクリックします。

ステップ 12 Cisco Transport Controller インストール ウィザードで、Next をクリックします。オンライン ユーザ

マニュアルがインストールされます。

ステップ 13 Finish をクリックします。

ステップ 14 元の手順（NTP）に戻ります。



第 2 章      PC との接続と GUI へのログイン

NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定

2-7
Cisco ONS 15454 DWDM インストレーション オペレーション ガイド

78-16905-01-J

DLP-G38 UNIX 向けの CTC インストール ウィザードの実行

（注） R4.6 より前の CTC ソフトウェアを実行するノードにログインする場合、JRE 1.4.2 をアンインス

トールして JRE 1.3.1_2 をインストールします。R4.7、R5.0、または R6.0 を実行するには、JRE
1.3.1_2 をアンインストールして JRE 1.4.2 を再インストールします。

（注） JRE 1.4.2 には、Netscape 7.x または Internet Explorer 6.x が必須です。

ステップ 1 コンピュータに次の項目が搭載されていることを確認します。

• RAM：384 MB 推奨（512 MB が最適）

• ハード ドライブ：20 GB ハード ドライブを推奨（最低 50 MB の空き容量が必要）

• オペレーティング システム：Solaris 8 または 9

（注） これらの要件が基準になります。より高速なプロセッサとより大容量の RAM をコン

ピュータに搭載すると、CTC のパフォーマンスが上がります。

ステップ 2 次のように入力して、ディレクトリを変更します。

cd/cdrom/cdrom0/

ステップ 3 techdoc454 CD ディレクトリから次のように入力します。

./setup.bat

Cisco Transport Controller インストール ウィザードにより、コンピュータにインストールされるコン

ポーネントが表示されます。

• Java ランタイム環境 1.4.2

• Acrobat Reader 6.0.1

目的 この作業では、必要に応じて UNIX ワークステーションに CTC オンライン

ユーザ マニュアル、Acrobat 6.0.1、および JRE 1.4.2 をインストールします。

リリース 6.0 の実行には、JRE 1.4.2 が必要です。

ツール / 機器 Cisco ONS 15454 リリース 6.0 ソフトウェア CD

事前準備手順 なし

必須 / 適宜 この作業は、CTC の実行に UNIX ワークステーションを使用する場合およ

び次のいずれかに該当する場合に必要となります。

• JRE 1.4.2 がインストールされていない場合

• 必要な CTC オンライン ユーザ マニュアルがインストールされていな

い場合

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし
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• オンライン ユーザ マニュアル

• CTC JAR ファイル

ステップ 4 Next をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。

• Java ランタイム環境とオンライン ユーザ マニュアルの両方をインストールする場合は、

Typical をクリックします。JRE 1.4.2 がすでにコンピュータにインストールされている場合は、

Custom を選択します。

• JRE またはオンライン ユーザ マニュアルのいずれか一方をインストールする場合は、Custom
をクリックします。

ステップ 6 Next をクリックします。

ステップ 7 状況に応じて、次の項目を実行します。

• ステップ 5 で Typical を選択した場合は、ステップ 8 に進みます。

• ステップ 5 で Custom を選択した場合は、インストールする CTC コンポーネントを選択し、Next
をクリックします。

－ オンライン ユーザ マニュアルを選択した場合は、ステップ 8 に進みます。

－ オンライン ユーザ マニュアルを選択しなかった場合は、ステップ 10 に進みます。

ステップ 8 インストール ウィザードによって CTC オンライン ユーザ マニュアルがインストールされるディ

レクトリが表示されます。デフォルト ディレクトリは /usr/doc/ctc です。

• CTC オンライン ユーザ マニュアルのディレクトリを変更する場合は、Directory Name フィール

ドに新規のディレクトリ パスを入力するか、または Browse をクリックして該当するディレク

トリに移動します。

• CTC オンライン ユーザ マニュアルのディレクトリを変更しない場合は、このステップを飛ば

します。

ステップ 9 Next をクリックします。

ステップ 10 インストールするコンポーネントについて検討します。

• ステップ 5 で Typical を選択した場合は、Back を 2 回クリックして、インストール設定タイプ

パネルに戻ります。Custom を選択し、ステップ 6 ～ 9 を繰り返します。

• ステップ 5 で Custom を選択した場合は、コンポーネント選択パネルが表示されるまで Back を
1 回または 2 回（選択したコンポーネントによって異なる）クリックして、目的のコンポーネ

ントを選択します。ステップ 7 ～ 9 を繰り返します。

ステップ 11 Next をクリックします。JRE インストール ウィザードが表示されるまで数分かかることがありま

す。ステップ 4 で Custom を選択し、Java Runtime Environment 1.4.2 をオンにしなかった場合は、ス

テップ 13 に進みます。

ステップ 12 JRE をインストールするには、次のように操作します。

a. Java 2 Runtime Environment License Agreement ダイアログボックスで、使用許諾契約を表示し、

次のいずれかを選択します。

• I accept the terms of the license agreement：使用許諾契約に同意します。ステップ b. に進みま
す。
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• I do not accept the terms of the license agreement：Java 2 Runtime Environment License Agreement
ダイアログボックスにある Next ボタンがディセーブルになります。Cancel をクリックし
て、CTC インストール ウィザードに戻ります。CTC による JRE のインストールは実行さ
れません。ステップ 13 に進みます。

（注） コンピュータに JRE 1.4.2 がすでにインストールされている場合、License Agreement
パネルは表示されません。Next をクリックしてから、Modify を選択して JRE のイ

ンストールを変更するか、または Remove を選択して JRE をアンインストールする

必要があります。Modify を選択して Next をクリックした場合は、ステップ e. に進

みます。Remove を選択して Next をクリックした場合は、ステップ i. に進みます。

b. Next をクリックします。

c. 次のいずれかを選択します。

• すべての JRE 機能をインストールする場合は、Typical をクリックします。Typical を選択

した場合は、インストールした JRE バージョンが自動的にブラウザのデフォルト JRE バー

ジョンになります。

• インストールするコンポーネントを選択し、その JRE バージョンを使用するブラウザを選

択する場合は、Custom をクリックします。

d. Next をクリックします。

e. Typical を選択した場合は、ステップ i. に進みます。Custom を選択した場合は、インストール

するプログラム機能ごとにドロップダウン リストをクリックして目的の設定を選択します。プ

ログラム機能には、次のような機能があります。

• Java 2 Runtime Environment：（デフォルト）欧州言語がサポートされている JRE 1.4.2 をイ

ンストールします。

• Support for Additional Languages：欧州以外の言語のサポートを追加します。

• Additional Font and Media Support：Lucida フォント、Java サウンド、および色管理機能を追

加します。

各プログラム機能のドロップダウン リスト オプションは、次のとおりです。

• This feature will be installed on the local hard drive：選択した機能をローカル ハード ドライブ

にインストールします。

• This feature and all subfeatures will be installed on the local hard drive：選択した機能とすべての

従属機能をローカル ハード ドライブにインストールします。

• Don't install this feature now：この機能をインストールしません（Java 2 ランタイム環境に適

したオプションでありません）。

JRE バージョンがインストールされるディレクトリを変更するには、Change をクリックし、
目的のディレクトリに移動してから OK をクリックします。

f. Next をクリックします。

g. Browser Registration ダイアログボックスで、Java Plug-In に登録するブラウザをオンにします。

この JRE バージョンが選択したブラウザのデフォルトになります。両方のブラウザ チェック

ボックスをオフのままにすることもできます。

（注） この JRE バージョンをこれらのブラウザのデフォルトとして設定すると、これらのブ

ラウザで問題が発生する可能性があります。

h. Next をクリックします。
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i. Finish をクリックします。

（注） JRE をアンインストールしている場合は、Remove をクリックします。

ステップ 13 Cisco Transport Controller インストール ウィザードで、Next をクリックします。オンライン ユーザ

マニュアルがインストールされます。

ステップ 14 Finish をクリックします。

（注） JRE とオンライン ユーザ マニュアルに対して選択したディレクトリの名前を必ず記録して

おいてください。

ステップ 15 元の手順（NTP）に戻ります。
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NTP-G18 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コン
ピュータの設定

ステップ 1 CTC 接続環境に基づいて、表 2-1 に示した CTC コンピュータ設定作業のいずれかを行います。

目的 この手順では、ONS 15454 にオンサイト ローカル クラフト接続するよう

に Windows PC または Solaris ワークステーションを設定します。

ツール / 機器 Network Interface Card（NIC; ネットワーク インターフェイス カード）。イー

サネット カードとも呼ばれています。

ストレート（CAT5）LAN ケーブル

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし

表 2-1 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コンピュータ設定

CTC 接続環境 CTC コンピュータ設定作業

• Windows PC から接続している場合

• アクセスするすべてノードでリリース 3.3
より前のソフトウェアを実行している場合

• 1 つの ONS 15454 に接続する場合

• ping や tracert（trace route）などの ONS 15454
以外のアプリケーションにアクセスする必

要がある場合

DLP-G39 スタティック IP アドレスを使って同

じサブネット上の ONS 15454 にクラフト接続す

るための Windows PC の設定（p.2-13）

• Windows PC から接続している場合

• CTC コンピュータが Dynamic Host 
Configuration Protocol（DHCP; ダイナミック

ホスト コンフィギュレーション プロトコ

ル）向けにプロビジョニングされている場

合

• ONS 15454 の DHCP 転送がイネーブルに

なっている場合

• ONS 15454 が DHCP サーバに接続されてい

る場合

（注） ONS 15454 は IP アドレスを提供しませ
ん。DHCP がイネーブルになっている場
合、DHCP 要求が外部 DHCP サーバに送
信されます。

DLP-G40 DHCP を使って ONS 15454 にクラフト

接続するための Windows PC の設定（p.2-16）

（注） ノードの初回のターンアップに対して、
この作業を行わないでください。この作
業は、DHCP 転送が ONS 15454 上でイ
ネーブルになっている場合にだけ行い
ます。デフォルトでは、DHCP はディ
セーブルになっています。DHCP をイ
ネーブルにする方法は、「NTP-G26 CTC
ネットワーク アクセスの設定」（p.3-10）
を参照してください。
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ステップ 2 ストレート CAT-5 LAN ケーブルを PC または Solaris ワークステーション NIC から次のいずれかに

接続します。

• アクティブまたはスタンバイ TCC2/TCC2P カード上の RJ-45（LAN）ポート

• ONS 15454 の物理的な接続先のハブまたはスイッチ上の RJ-45（LAN）ポート

（注） お手持ちのストレートの LAN ケーブル（CAT-5）を圧着する手順については、『Cisco
ONS 15454 Troubleshooting Guide』または『Cisco ONS 15454 SDH Troubleshooting Guide』
を参照してください。

（注） 初回のシェルフ ターンアップに関しては、PC を ONS 15454 の TCC2/TCC2P カードの

LAN ポートに直接接続します。

ステップ 3 CTC コンピュータの設定後に、必要に応じて 「NTP-G21 ONS 15454 GUI へのログイン」（p.2-29）

に進みます。

終了：この手順は、これで完了です。

• Windows PC から接続している場合

• アクセスするすべてのノードでソフトウェ

ア リリース 3.3 以降が実行されている場合

• 別々の場所にある ONS 15454 に接続するた

びに、毎回 PC の IP を設定しなくてすむよ

うにしたい場合

• ping や tracert（trace route）などの ONS 15454
以外のアプリケーションへのアクセスやそ

の使用が必要ない場合

• ANSI シェルフを使用するときに、

TCC2/TCC2P イーサネット ポートまたは

バックプレーン LAN ピンに直接またはハ

ブを介して接続する場合

• MIC-C/T/P FMEC 上の ONS 15454 イーサ

ネット ポートまたは RJ-45 ジャックに直接

またはハブを介して接続する場合

DLP-G41 自動ホスト検出を使って ONS 15454 に

クラフト接続するための Windows PC の設定

（p.2-19）

• Solaris ワークステーションから接続してい

る場合

• 1 つの ONS 15454 に接続する場合

• ping や tracert（trace route）などの ONS 15454
以外のアプリケーションにアクセスする必

要がある場合

DLP-G42 ONS 15454 にクラフト接続するための

Solaris ワークステーションの設定（p.2-22）

表 2-1 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コンピュータ設定（続き）

CTC 接続環境 CTC コンピュータ設定作業
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DLP-G39 スタティック IP アドレスを使って同じサブネット上の ONS 15454 にクラフ
ト接続するための Windows PC の設定

ステップ 1 コンピュータにインストールされているオペレーティング システムを確認します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ウィンドウ内の［システム］アイコンをダブルクリックします。

c. ［システムのプロパティ］ウィンドウの［全般］タブで、オペレーティング システムとして、

Windows 98、Windows NT 4.0、Windows 2000、Windows XP のうちいずれかを使用しているこ

とを確認します。

ステップ 2 コンピュータにインストールされている Windows オペレーティング システムに応じて、次のス

テップのいずれかを実行します。

• Windows 98 の場合は、ステップ 3 を実行します。

• Windows NT 4.0 の場合は、ステップ 4 を実行します。

• Windows 2000 の場合は、ステップ 5 を実行します。

• Windows XP の場合は、ステップ 6 を実行します。

ステップ 3 PC に Windows 98 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変更

します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ダイアログボックス内の［ネットワーク］アイコンをクリックします。

c. ［ネットワーク］ダイアログボックスで、使用している NIC カード用の［TCP/IP］を選択し、

［プロパティ］をクリックします。

d. ［TCP/IP のプロパティ］ダイアログボックスで、［DNS 設定］タブをクリックし、［DNS を使わ

ない］を選択します。

e. ［WINS 設定］タブをクリックし、［WINS の解決をしない］を選択します。

f. ［IP アドレス］タブをクリックします。

g. ［IP アドレス］ウィンドウ内の［IP アドレスを指定］をクリックします。

目的 この作業では、次のような場合に ONS 15454 にローカル クラフト接続す

るようにコンピュータを設定します。

• ソフトウェア リリース 3.3 より前のバージョンを実行しているノード

にアクセスする場合

• 1 つの ONS 15454 に接続する場合。複数の ONS 15454 に接続する場合

には、ONS 15454 に接続するたびに毎回コンピュータの IP を再設定す

る必要があります。

• ping や tracert（trace route）などの ONS 15454 以外のアプリケーション

を使用する必要がある場合

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイト

セキュリティ レベル なし
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h. ［IP アドレス］フィールドに、最後のオクテットを除いて ONS 15454 IP アドレスと同じになる

IP アドレスを入力します。最後のオクテットは 1 または 3 ～ 254 になります。この IP アドレ

スは、ディスプレイがノード プロビジョニング中に非表示になっていない場合、LCD に表示

されます。

i. ［サブネット マスク］フィールドに、ONS 15454 と同じサブネット マスクを入力します。デ

フォルトは 255.255.255.0（24 ビット）です。

j. ［OK］をクリックします。

k. ［TCP/IP］ダイアログボックス内の［ゲートウェイ］タブをクリックします。

l. ［新しいゲートウェイ］フィールドに ONS 15454 の IP アドレスを入力します。［追加］をクリッ

クします。

m. その IP アドレスが［インストールされているゲートウェイ］フィールドに表示されていること

を確認してから［OK］をクリックします。

n. PC を再起動するよう求めるプロンプトが表示されたら、［はい］をクリックします。

ステップ 4 PC に Windows NT 4.0 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を

変更します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ダイアログボックス内の［ネットワーク］アイコンをクリックします。

c. ［ネットワーク］ダイアログボックスで、［プロトコル］タブをクリックし、［TCP/IP のプロト

コル］を選択してから［プロパティ］をクリックします。

d. ［IP アドレス］タブをクリックします。

e. ［IP アドレス］ウィンドウ内の［IP アドレスを指定］をクリックします。

f. ［IP アドレス］フィールドに、ONS 15454 LCD に表示されている ONS 15454 の IP アドレスと

まったく同じ IP アドレスを入力します（ただし、最後のオクテットを除く）。最後のオクテッ

トは必ず 1 または 3 ～ 254 でなければなりません。

g. ［サブネット マスク］フィールドに 255.255.255.0 と入力します。

h. ［詳細］をクリックします。

i. ［ゲートウェイ］で［追加］をクリックします。［TCP/IP ゲートウェイ アドレス］ダイアログ

ボックスが表示されます。

j. ［ゲートウェイ アドレス］フィールドに ONS 15454 の IP アドレスを入力します。

k. ［追加］をクリックします。

l. ［OK］をクリックします。

m. ［適用］をクリックします。

n. Windows NT 4.0 の場合には、PC を再度ブートするよう求めるプロンプトが表示されることが

あります。このプロンプトが表示されたら、［はい］をクリックします。

ステップ 5 PC に Windows 2000 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変

更します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［ネットワークとダイヤルアップ接続］>
［ローカル エリア接続］の順に選択します。

b. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内の［プロパティ］をクリックします。

c. ［全般］タブで、［インターネット プロトコル（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ］をクリッ

クします。

d. ［次の IP アドレスを使う］をクリックします。
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e. ［IP アドレス］フィールドに、ONS 15454 LCD に表示されている ONS 15454 の IP アドレスと

まったく同じ IP アドレスを入力します（ただし、最後のオクテットを除く）。最後のオクテッ

トは必ず 1 または 3 ～ 254 でなければなりません。

f. ［サブネット マスク］フィールドに 255.255.255.0 と入力します。

g. ［デフォルト ゲートウェイ］フィールドに ONS 15454 の IP アドレスを入力します。

h. ［OK］をクリックします。

i. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックス内で［OK］をクリックします。

j. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内で［閉じる］をクリックします。

ステップ 6 PC に Windows XP がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変更

してください。

a. Windows の［スタート］メニューから、［コントロール パネル］>［ネットワーク接続］の順に

選択します。

（注） ［ネットワーク接続］メニューがイネーブルになっていない場合は、［クラシック表示に

切り替える］をクリックします。

b. ［ネットワーク接続］ダイアログボックス内の［ローカル エリア接続］アイコンをクリックし

ます。

c. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックスで、［インターネット プロトコル

（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ］をクリックします。

d. ［IP アドレス］フィールドに、ONS 15454 LCD に表示されている ONS 15454 の IP アドレスと

まったく同じ IP アドレスを入力します（ただし、最後のオクテットを除く）。最後のオクテッ

トは必ず 1 または 3 ～ 254 でなければなりません。

e. ［サブネット マスク］フィールドに 255.255.255.0 と入力します。

f. ［デフォルト ゲートウェイ］フィールドに ONS 15454 の IP アドレスを入力します。

g. OK をクリックします。

h. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックス内で［OK］をクリックします。

i. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内で［閉じる］をクリックします。

ステップ 7 元の手順（NTP）に戻ります。
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DLP-G40 DHCP を使って ONS 15454 にクラフト接続するための Windows PC の設定

（注） ノードの初回のターンアップに対して、この作業を行わないでください。この作業は、DHCP 転送

が ONS 15454 上でイネーブルになっている場合にだけ行います。デフォルトでは、DHCP はディ

セーブルになっています。DHCP をイネーブルにする方法は、「NTP-G26 CTC ネットワーク アクセ

スの設定」（p.3-10） を参照してください。

（注） ONS 15454 は IP アドレスを提供しません。DHCP 転送がイネーブルになっている場合、DHCP 要求

が外部 DHCP サーバに送信されます。

ステップ 1 コンピュータにインストールされているオペレーティング システムを確認してください。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ウィンドウ内の［システム］アイコンをダブルクリックします。

c. ［システムのプロパティ］ウィンドウの［全般］タブで、オペレーティング システムとして、

Windows 98、Windows NT 4.0、Windows 2000、Windows XP のうちいずれかを使用しているこ

とを確認します。

ステップ 2 コンピュータにインストールされている Windows オペレーティング システムに応じて、次のス

テップのいずれかを実行します。

• Windows 98 の場合は、ステップ 3 を実行します。

• Windows NT 4.0 の場合は、ステップ 4 を実行します。

• Windows 2000 の場合は、ステップ 5 を実行します。

• Windows XP の場合は、ステップ 6 を実行します。

ステップ 3 PC に Windows 98 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変更

します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ダイアログボックス内の［ネットワーク］アイコンをクリックします。

c. ［ネットワーク］ダイアログボックスで、使用している NIC 用の TCP/IP を選択し、［プロパ

ティ］をクリックします。

目的 この作業では、DHCP を使って ONS 15454 にクラフト接続するようにコン

ピュータを設定します。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

NTP-G26 CTC ネットワーク アクセスの設定（p.3-10）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイト

セキュリティ レベル なし
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d. ［TCP/IP のプロパティ］ダイアログボックスで、［DNS 設定］タブをクリックし、［DNS を使わ

ない］を選択します。

e. ［WINS 設定］タブをクリックし、［WINS の解決をしない］を選択します。

f. ［IP アドレス］タブをクリックします。

g. ［IP アドレス］ウィンドウ内の［IP アドレスを自動的に取得］をクリックします。

h. ［OK］をクリックします。

i. PC を再起動するよう求めるプロンプトが表示されたら、［はい］をクリックします。

ステップ 4 PC に Windows NT 4.0 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を

変更します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ダイアログボックス内の［ネットワーク］アイコンをクリックします。

c. ［ネットワーク］ダイアログボックスで、［プロトコル］タブをクリックし、［TCP/IP のプロト

コル］を選択してから［プロパティ］をクリックします。

d. ［IP アドレス］タブをクリックします。

e. ［IP アドレス］ウィンドウ内の［DHCP サーバーから IP アドレスを取得する］をクリックしま

す。

f. ［OK］をクリックします。

g. ［適用］をクリックします。

h. Windows により PC を再起動するよう求めるプロンプトが表示されたら、［はい］をクリックし

ます。

ステップ 5 PC に Windows 2000 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変

更します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［ネットワークとダイヤルアップ接続］>
［ローカル エリア接続］の順に選択します。

b. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内の［プロパティ］をクリックします。

c. ［全般］タブで、［インターネット プロトコル（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ］をクリッ

クします。

d. ［DHCP サーバーから IP アドレスを取得する］をクリックします。

e. ［OK］をクリックします。

f. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックス内で［OK］をクリックします。

g. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内で［閉じる］をクリックします。

ステップ 6 PC に Windows XP がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変更

します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［コントロール パネル］>［ネットワーク接続］の順に

選択します。

（注） ［ネットワーク接続］メニューがイネーブルになっていない場合は、［クラシック表示に

切り替える］をクリックします。
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b. ［ネットワーク接続］ダイアログボックス内の［ローカル エリア接続］をクリックします。

c. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内の［プロパティ］をクリックします。

d. ［全般］タブで、［インターネット プロトコル（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ］をクリッ

クします。

e. ［DHCP サーバーから IP アドレスを取得する］をクリックします。

f. ［OK］をクリックします。

g. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックス内で［OK］をクリックします。

h. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内で［閉じる］をクリックします。

ステップ 7 元の手順（NTP）に戻ります。
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DLP-G41 自動ホスト検出を使って ONS 15454 にクラフト接続するための Windows PC 
の設定 

ステップ 1 コンピュータにインストールされているオペレーティング システムを確認します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

（注） Windows XP では、［スタート］メニューから直接コントロール パネルを選択できます。

クラシック表示になっていることを確認したうえで、この手順を実行してください。

b. ［コントロール パネル］ウィンドウ内の［システム］アイコンをダブルクリックします。

c. ［システムのプロパティ］ウィンドウの［全般］タブで、オペレーティング システムとして、

Windows 98、Windows NT 4.0、Windows 2000、Windows XP のうちいずれかを使用しているこ

とを確認します。

ステップ 2 コンピュータにインストールされている Windows オペレーティング システムに応じて、次のス

テップのいずれかを実行します。

• Windows 98 の場合は、ステップ 3 を実行します。

• Windows NT 4.0 の場合は、ステップ 4 を実行します。

• Windows 2000 の場合は、ステップ 5 を実行します。

• Windows XP の場合は、ステップ 6 を実行します。

ステップ 3 PC に Windows 98 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変更

します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

目的 この作業では、次のような場合に、ONS 15454 にローカル クラフト接続す

るようにコンピュータを設定します。

• ANSI シェルフを使用するときに、ONS 15454 イーサネット ポートま

たはバックプレーン LAN ピンに直接またはハブを介して接続する場

合

• MIC-C/T/P FMEC 上の ONS 15454 イーサネット ポートまたは RJ-45
ジャックに直接またはハブを介して接続する場合

• アクセスするすべてのノードでソフトウェア リリース 3.3 以降が実行

されている場合

• 複数の ONS 15454 に接続し、接続のたびに毎回 IP アドレスを設定し

なくてすむようにしたい場合

• ping や tracert（trace route）などの ONS 15454 以外のアプリケーション

にアクセスする必要がない場合

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイト

セキュリティ レベル なし
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b. ［コントロール パネル］ダイアログボックス内の［ネットワーク］アイコンをクリックします。

c. ［ネットワーク］ダイアログボックスで、使用している NIC 用の TCP/IP を選択し、［プロパ

ティ］をクリックします。

d. ［TCP/IP のプロパティ］ダイアログボックスで、［DNS 設定］タブをクリックし、［DNS を使わ

ない］を選択します。

e. ［WINS 設定］タブをクリックし、［WINS の解決をしない］を選択します。

f. ［IP アドレス］タブをクリックします。

g. ［IP アドレス］ウィンドウ内の［IP アドレスを指定］をクリックします。

h. ［IP アドレス］フィールドに正規の IP アドレスを入力します。これは ONS 15454 の LCD に表

示されているノード IP アドレスとは別です。デフォルトの IP アドレスは 192.1.0.2 です。

（注） CTC を使って LCD の IP アドレスを非表示にすることができます。詳細については、

「DLP-G162 IP 設定の変更」（p.10-26）を参照してください。

i. ［サブネット マスク］フィールドに、ONS 15454 と同じサブネット マスクを入力します。デ

フォルトは 255.255.255.0（24 ビット）です。

j. ［OK］をクリックします。

k. ［TCP/IP］ダイアログボックス内の［ゲートウェイ］タブをクリックします。

l. ［新しいゲートウェイ］フィールドに、ステップ h で指定したアドレスを入力します。［追加］

をクリックします。

m. その IP アドレスが［インストールされているゲートウェイ］フィールドに表示されていること

を確認してから［OK］をクリックします。

n. PC を再起動するよう求めるプロンプトが表示されたら、［はい］をクリックします。

ステップ 4 PC に Windows NT 4.0 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を

変更します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

b. ［コントロール パネル］ダイアログボックス内の［ネットワーク］アイコンをクリックします。

c. ［ネットワーク］ダイアログボックスで、［プロトコル］タブをクリックし、［TCP/IP のプロト

コル］を選択してから［プロパティ］をクリックします。

d. ［IP アドレス］タブをクリックします。

e. ［IP アドレス］ウィンドウ内の［IP アドレスを指定］をクリックします。

f. ［IP アドレス］フィールドに正規の IP アドレスを入力します。これは ONS 15454 の LCD に表

示されているノード IP アドレスとは別です。デフォルトの IP アドレスは 192.1.0.2 です。

（注） CTC を使って LCD の IP アドレスを非表示にすることができます。詳細については、

「DLP-G162 IP 設定の変更」（p.10-26）を参照してください。

g. ［サブネット マスク］フィールドに、ONS 15454 と同じサブネット マスクを入力します。デ

フォルトは 255.255.255.0（24 ビット）です。

h. ［詳細］をクリックします。
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i. ［ゲートウェイ］で［追加］をクリックします。［TCP/IP ゲートウェイ アドレス］ダイアログ

ボックスが表示されます。

j. ステップ f で指定した IP アドレスを［ゲートウェイ アドレス］フィールドに入力します。

k. ［追加］をクリックします。

l. ［OK］をクリックします。

m. ［適用］をクリックします。

n. PC を再度ブートします。

ステップ 5 PC に Windows 2000 がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変

更します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［設定］>［ネットワークとダイヤルアップ接続］>
［ローカル エリア接続］の順に選択します。

b. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内の［プロパティ］をクリックします。

c. ［全般］タブで、［インターネット プロトコル（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ］をクリッ

クします。

d. ［次の IP アドレスを使う］をクリックします。

e. ［IP アドレス］フィールドに正規の IP アドレスを入力します。これは ONS 15454 の LCD に表

示されているノード IP アドレスとは別です。デフォルトの IP アドレスは 192.1.0.2 です。

（注） CTC を使って LCD の IP アドレスを非表示にすることができます。詳細については、

「DLP-G162 IP 設定の変更」（p.10-26）を参照してください。

f. ［サブネット マスク］フィールドに、ONS 15454 と同じサブネット マスクを入力します。デ

フォルトは 255.255.255.0（24 ビット）です。

g. ステップ e で指定した IP アドレスを［ゲートウェイ アドレス］フィールドに入力します。

h. ［OK］をクリックします。

i. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックス内で［OK］をクリックします。

j. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内で［閉じる］をクリックします。

ステップ 6 PC に Windows XP がインストールされている場合は、次のステップを実行して TCP/IP 設定を変更

します。

a. Windows の［スタート］メニューから、［コントロール パネル］>［ネットワーク接続］の順に

選択します。

（注） ［ネットワーク接続］メニューがイネーブルになっていない場合は、［クラシック表示に

切り替える］をクリックします。

b. ［ネットワーク接続］ダイアログボックス内の［ローカル エリア接続］アイコンをクリックし

ます。

c. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックスで、［インターネット プロトコル

（TCP/IP）］を選択し、［プロパティ］をクリックします。
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d. ［IP アドレス］フィールドに正規の IP アドレスを入力します。これは ONS 15454 の LCD に表

示されているノード IP アドレスとは別です。デフォルトの IP アドレスは 192.1.0.2 です。

（注） CTC を使って LCD の IP アドレスを非表示にすることができます。詳細については、

「DLP-G162 IP 設定の変更」（p.10-26）を参照してください。

e. ［サブネット マスク］フィールドに、ONS 15454 と同じサブネット マスクを入力します。デ

フォルトは 255.255.255.0（24 ビット）です。

f. ステップ d で指定した IP アドレスを［ゲートウェイ アドレス］フィールドに入力します。

g. ［OK］をクリックします。

h. ［ローカル エリア接続のプロパティ］ダイアログボックス内で［OK］をクリックします。

i. ［ローカル エリア接続の状態］ダイアログボックス内で［閉じる］をクリックします。

ステップ 7 元の手順（NTP）に戻ります。

DLP-G42 ONS 15454 にクラフト接続するための Solaris ワークステーションの設定

ステップ 1 root ユーザとしてワークステーションにログインします。

ステップ 2 次のように入力して、インターフェイスがプラミングされているかを確認します。

# ifconfig device

たとえば、次のように入力します。

# ifconfig hme1

インターフェイスがプラミングされている場合は、次のようなメッセージが表示されます。

hme1:flags=1000842<BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4>mtu 1500 index 2 inet 0.0.0.0 netmask

0

このようなメッセージが表示されたら、ステップ 4 に進みます。

インターフェイスがプラミングされていない場合は、次のようなメッセージが表示されます。

ifconfig:status:SIOCGLIFFLAGS:hme1:no such interface. 

このようなメッセージが表示されたら、ステップ 3 に進みます。

目的 この作業では、ONS 15454 にクラフト接続するように Solaris ワークス

テーションを設定します。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイト

セキュリティ レベル なし
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ステップ 3 次のように入力して、インターフェイスをプラミングします。

# ifconfig device plumb

たとえば、次のように入力します。

# ifconfig hme1 plumb

ステップ 4 次のように入力して、インターフェイス上に IP アドレスを設定します。

# ifconfig interface ip-address netmask netmask up

たとえば、次のように入力します。 

# ifconfig hme0 192.1.0.3 netmask 255.255.255.0 up

（注） ONS 15454 の IP アドレスとまったく同じ IP アドレスを入力します（ただし、最後のオク

テットを除く）。最後のオクテットは必ず 1 または 3 ～ 254 でなければなりません。

ステップ 5 Subnet Mask フィールドに 255.255.255.0 と入力します。Provisioning > Network > General > Gateway

Settings タブを順にクリックして Craft Access Only をオンにした場合は、このステップを飛ばしま

す。

ステップ 6 接続テストをします。

a. Netscape Navigator を開始します。

b. Web アドレス（URL）フィールドに Cisco ONS 15454 の IP アドレスを入力します。接続が確立

されると、Java Console ウィンドウ、CTC キャッシング メッセージ、および Cisco Transport
Controller Login ダイアログボックスが表示されます。このあと、「DLP-G46 CTC へのログイン」

（p.2-30） のステップ 2 に進んでログインを実行します。Login ダイアログボックスが表示され

ない場合は、ステップ c および d を実行します。

c. プロンプトが表示されたら、次のように入力します。

ping ONS-15454-IP-address

たとえば、デフォルト IP アドレス 192.1.0.2 の ONS 15454 に接続する場合は、次のように入力し
ます。

ping 192.1.0.2

ワークステーションが ONS 15454 に接続されている場合は、次のようなメッセージが表示さ
れます。

IP-address is alive

（注） Provisioning > Network > General > Gateway Settings タブを順にクリックして Craft Access
Only をオンにした場合は、このステップを飛ばします。

d. CTC からの応答がない場合は、「no answer from x.x.x.x」メッセージが表示されます。IP とサブ

ネット マスクに関する情報を確認します。ワークステーションと ONS 15454 との間を接続し

ているケーブルが確実に取り付けられていることを確認します。次のように入力して、リンク

の状態を確認します。

# ndd -set/dev/device instance 0

# ndd -get/dev/device link_status
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たとえば、次のように入力します。

# ndd -set/dev/hme instance 0

# ndd -get/dev/hme link_status

結果が「1」の場合は、このリンクが稼働しています。結果が「0」の場合は、このリンクが
稼働していません。

（注） ndd については、マニュアル ページを確認してください。たとえば、次のように入力し

ます。# man ndd

ステップ 7 元の手順（NTP）に戻ります。
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NTP-G19 ONS 15454 に企業 LAN 接続するためのコンピュータの設定

ステップ 1 コンピュータが企業 LAN に接続されている場合は、ステップ 3 に進みます。ONS 15454 にクラフ

ト アクセスするようにコンピュータのネットワーク設定を変更した場合は、設定内容を企業 LAN

アクセス設定に戻します。通常は、次の操作を実行します。

• ［TCP/IP］ダイアログボックスにある IP アドレスを［IP アドレスを自動的に取得］（Windows
98 の場合）または［DHCP サーバーから IP アドレスを取得する］（Windows NT 4.0、2000、ま

たは XP の場合）に設定します。

• 使用している LAN で DNS または WINS をイネーブルにする必要がある場合は、［TCP/IP］ダ

イアログボックスの［DNS 設定］タブまたは［WINS 設定］タブで設定を変更します。

ステップ 2 ストレート型（CAT-5）LAN ケーブルを PC または Solaris ワークステーション NIC から企業 LAN

ポートに接続します。

ステップ 3 コンピュータがプロキシ サーバに接続されている場合は、プロキシ サービスをディセーブルにす

るか、または ONS 15454 ノードを例外として追加します。プロキシ サービスをディセーブルにす

るには、使用している Web ブラウザに応じて次の作業のいずれかを実行します。

• DLP-G43 Internet Explorer によるプロキシ サービスのディセーブル化（Windows）（p.2-26）

• DLP-G44 Netscape によるプロキシ サービスのディセーブル化（Windows および UNIX）（p.2-27）

ステップ 4 「NTP-G21 ONS 15454 GUI へのログイン」（p.2-29）に進みます。

終了：この手順は、これで完了です。

目的 この手順では、企業 LAN を介して ONS 15454 にアクセスするようにコン

ピュータを設定します。

ツール / 機器 NIC。イーサネット カードとも呼ばれています。

ストレート（CAT5）LAN ケーブル

事前準備手順 • NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

• LAN の接続性（IP アドレス、サブネット マスク、デフォルト ゲート

ウェイなど）に関して ONS 15454 がプロビジョニングされていること

• ONS 15454 が企業 LAN に物理的に接続されていること

• CTC コンピュータは、ONS  15454 に接続可能な企業 LAN に接続され

ていること

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし
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DLP-G43 Internet Explorer によるプロキシ サービスのディセーブル化（Windows）

ステップ 1 ［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネル］の順に選択します。

（注） コンピュータが Windows XP を実行している場合は、［スタート］メニューから直接［コン

トロール パネル］を選択できます。クラシック表示になっていることを確認した上で、こ

の手順を実行してください。

ステップ 2 ［コントロール パネル］ウィンドウから、［インターネット オプション］を選択します。

ステップ 3 ［インターネットのプロパティ］ダイアログボックスで、［接続］>［ローカル エリア ネットワーク

（LAN）の設定］の順にクリックします。

ステップ 4 ［ローカル エリア ネットワーク（LAN）の設定］ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ［LAN にプロキシ サーバーを使用する］をオフにして、このサービスをディセーブルにします。

• ［LAN にプロキシ サーバーを使用する］をオンのままにして、［詳細設定］をクリックします。

［プロキシの設定］ダイアログボックスの［例外］の下に、アクセスする ONS 15454 ノードの

IP アドレスを入力します。アドレスの間はセミコロンで区切ります。ホスト番号にアスタリス

ク（*）を入れると、ネットワーク上のすべての ONS 15454 を含めることができます。［OK］

をクリックして、開いた状態の各ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 元の手順（NTP）に戻ります。

目的 この作業では、Internet Explorer を実行している PC に対してプロキシ サー

ビスをディセーブルにします。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 コンピュータがネットワーク コンピュータ プロキシ サーバに接続されてお

り、かつブラウザが Internet Explore である場合に必要となります。

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし
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DLP-G44 Netscape によるプロキシ サービスのディセーブル化（Windows および 
UNIX）

ステップ 1 Netscape を開きます。

ステップ 2 ［編集］メニューで、［設立］を選択します。

ステップ 3 ［設定］ダイアログボックスのカテゴリの中で、［詳細］>［プロキシ］の順に選択します。

ステップ 4 ［設定］ダイアログボックスの右側の、［プロキシ］の下のダイアログボックスで、次のいずれかを

実行します。

• ［インターネットに直接接続する］を選択して、プロキシ サーバをバイパスします。

• ［手動でプロキシを設定する］を選択し、プロキシ サーバに例外を追加してから［表示］をク

リックします。［手動でプロキシを設定］ダイアログボックスの［例外］の下に、アクセスす

る ONS 15454 ノードの IP アドレスを入力します。アドレスの間はカンマで区切ります。［OK］

をクリックして、開いた状態の各ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 元の手順（NTP）に戻ります。

目的 この作業では、Netscape を実行している PC と UNIX ワークステーション

に対してプロキシ サービスをディセーブルにします。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 コンピュータがネットワーク コンピュータ プロキシ サーバに接続されて

おり、かつブラウザが Netscape である場合に必要となります。

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル なし
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NTP-G20 ONS 15454 へのリモートアクセス接続の設定

ステップ 1 TCC2/TCC2P カード上の RJ-45（LAN）ポート、ONS 15454 バックプレーン（ANSI のみ）上の LAN

ピン、または MIC-C/T/P FMEC（ETSI のみ）上の RJ-45 ジャックにモデムを接続します。

ステップ 2 モデムに関する文書を参照しながら、次の作業を実行して ONS  15454 用にモデムをプロビジョニ

ングします。

• CTC アクセスの場合は、イーサネット アクセス用にモデムを設定します。

• ONS 15454 と同じサブネット上にあるモデムに IP アドレスを割り当てます。

• モデムから CTC コンピュータに割り当てられた IP アドレスは、モデムおよび ONS 15454 と同

じサブネット上に存在しなければなりません。

（注） 特定のモデムをプロビジョニングする際のサポートについては、Cisco Technical Assistance
Center（Cisco TAC）に連絡してください。必要に応じて、「テクニカル サポート」（p.xxxix）
を参照してください。

ステップ 3 「NTP-G21 ONS 15454 GUI へのログイン」（p.2-29）に進みます。

終了：この手順は、これで完了です。

目的 この手順では、LAN モデムを介して CTC コンピュータを ONS 15454 に接

続します。この手順を実行するには、次のような条件が満たされていなけ

ればなりません。

• モデムは ONS 15454 に接続する必要があります。

• このモデムには、ONS 15454 のプロビジョニングが必要になります。

CTC を実行するには、モデムに対し、イーサネットへアクセスするた

めのプロビジョニングが必要です。

ツール / 機器 モデムおよびモデムのマニュアル

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイト

セキュリティ レベル なし
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NTP-G21 ONS 15454 GUI へのログイン

ステップ 1 「DLP-G46 CTC へのログイン」（p.2-30）の作業を行います。

（注） CTC 内をナビゲートする方法については、付録 A「CTC 情報およびショートカット」 を参

照してください。

ステップ 2 必要に応じて「DLP-G48 ログイン ノード グループの作成」（p.2-34）に記載の作業を行います。ロ

グイン ノード グループにより、データ通信チャネル（DCC）を介してログイン ノードに接続され

ていないノードを管理できます。

ステップ 3 必要に応じて「DLP-G49 現在のセッションまたはログイン グループへのノードの追加」（p.2-35）に

記載の作業を行います。

ステップ 4 必要に応じて「DLP-G50 現在のセッションまたはログイン グループからのノードの削除」（p.2-36）

に記載の作業を行います。

ステップ 5 必要に応じて「DLP-G51 指定のログイン ノード グループからのノードの削除」（p.2-36）に記載の

作業を行います。

ステップ 6 必要に応じて「DLP-G52 JRE バージョンの変更」（p.2-37）に記載の作業を行います。

ステップ 7 必要に応じて「DLP-G53 自動的にポップアップ表示するための CTC アラート ダイアログボックス

の設定」（p.2-38）に記載の作業を行います。

終了：この手順は、これで完了です。

目的 この手順では、CTC（ONS 15454 の管理に使用するグラフィカル ユーザ イ

ンターフェイス ソフトウェア）にログインします。この手順には、オプ

ションのノード ログイン作業も含まれています。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

次の手順のいずれか

• NTP-G18 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コン

ピュータの設定（p.2-11）

• NTP-G19 ONS 15454 に企業 LAN 接続するためのコンピュータの設定

（p.2-25）

• NTP-G20 ONS 15454 へのリモートアクセス接続の設定（p.2-28）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル 検索以上のレベル
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DLP-G46 CTC へのログイン

（注） CTC のビューとナビゲーションについては、付録 A「CTC 情報およびショートカット」 を参照して

ください。

ステップ 1 ONS 15454 に接続されているコンピュータから、Netscape（PC または UNIX）または Internet Explorer

（PC）を起動します。

• PC を使用している場合は、Windows の［スタート］メニューまたはショートカットアイコン

から Netscape または Internet Explorer を起動します。

• UNIX を使用している場合は、コマンド行に次のいずれかを入力して Netscape を起動します。

－ Netscape 使用の Netscape カラーをインストールするには、次のコマンドを入力します。

# netscape -install

－ 必要な色が利用できない場合に Netscape が最も近い色彩オプションを選択するように、
Netscape を 32 カラーに制限するには、次のコマンドを入力します。

netscape -ncols 32

（注） CTC を適切に実行するには 24 フルカラーパレットが必要です。UNIX で Netscape のよ

うな多彩なアプリケーションを使用するときに、CTC を実行するための十分な色が得

られない場合があります。-install および -ncols 32 コマンド行オプションで、Netscape
で使用する色数を制限します。

ステップ 2 Netscape または Internet Explorer の Web アドレス（URL）フィールドに、ONS 15454 の IP アドレス

を入力します。初期設定では、ここにデフォルトの IP アドレス 192.1.0.2 が表示されています。こ

の IP アドレスは LCD 上に表示されます。ログイン後に CTC を使用して LCD の IP アドレスを非表

示にすることができます。詳細については、「DLP-G162 IP 設定の変更」（p.10-26） を参照してくだ

さい。

ステップ 3 Enter キーを押します。

目的 この作業では、CTC にログインします。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 NTP-G17 CTC 用のコンピュータの設定（p.2-2）

次の手順のいずれか

• NTP-G18 ONS 15454 にローカル クラフト接続するための CTC コン

ピュータの設定（p.2-11）

• NTP-G19 ONS 15454 に企業 LAN 接続するためのコンピュータの設定

（p.2-25）

• NTP-G20 ONS 15454 へのリモートアクセス接続の設定（p.2-28）

必須 / 適宜 必須

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル 検索以上のレベル
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（注） 異なるリリースの CTC ソフトウェアを実行しているそれぞれの ONS 15454 ノードにログ

インしている場合は、最新のリリースを実行しているノードにログインしてください。以

前のリースを実行しているノードにログインすると、新しいリリースを実行しているネッ

トワークの各ノードに対して INCOMPATIBLE-SW アラームが生成され、CTC でこれらの

ノードが管理できなくなります。ノードのソフトウェア バージョンを確認するには、CTC
Help メニューから About CTC を選択します。これでネットワークビューに各ノードの ONS
15454 ソフトウェア バージョンが表示されます。ノードが表示されない場合は、ソフトウェ

ア バージョンを LCD の表示で確認できます。アラームを解除する方法については、『Cisco
ONS 15454 Troubleshooting Guide』または『Cisco ONS 15454 SDH Troubleshooting Guide』を

参照してください。

ステップ 4 Java Plug-in Security Warning ダイアログボックスが表示されたら、「DLP-G47 公開鍵セキュリティ証

明書のインストール」（p.2-33）を実行して、ソフトウェア リリース 4.1 以降で必要となる公開鍵セ

キュリティ証明書をインストールします。

セキュリティ証明書ダイアログボックスでの操作が終了すると（または証明書がすでにインストー

ルされている場合は）、Java Console ウィンドウに CTC ファイルのダウンロード ステータスが表示

されます。Web ブラウザには、Java とシステム環境に関する情報が表示されます。今回のログイン

が初回ログインの場合は、CTC ファイルがコンピュータにダウンロードされている間に CTC

キャッシング メッセージが表示されます。初めて ONS 15454 に接続する場合は、この処理に数分

かかります。ダウンロードが終了すると、CTC Login ダイアログボックス（図 2-1）が表示されます。

図 2-1 CTC へのログイン
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ステップ 5 Login ダイアログボックスにユーザ名とパスワード（いずれも大文字と小文字を区別する）を入力

します。初めて設定する場合は、ユーザ名 CISCO15 とパスワード otbu+1 を入力してください。

（注） CISCO15 ユーザは、どの ONS 15454 にも設定されています。CISCO15 ユーザはスーパー

ユーザ特権があるため、他のユーザを作成できます。CISCO15 ユーザを削除する場合は、

その前に別のスーパーユーザを作成する必要があります。CISCO15 ユーザには otbu+1 とい

うパスワードが付与されます。CISCO15 ユーザのパスワードを変更する場合は、ログイン

後に Provisioning > Security タブを順にクリックしてから、パスワードを変更します。

ONS 15454 ユーザを設定し、セキュリティを割り当てるには、「NTP-G23 ユーザの作成とセ

キュリティの割り当て」（p.3-4） に進みます。セキュリティに関する追加情報は、「20.1　
ユーザ ID およびセキュリティ レベル」（p.20-2）を参照してください。

ステップ 6 ONS 15454 にログインすると、毎回次のようなログイン オプションを選択できます。

• Node Name：Web ブラウザに入力した IP アドレスを表示し、すでに入力されている ONS 15454
の IP アドレスをドロップダウン リスト形式で表示します。リストにあるいずれかの ONS 15454
をログイン用に選択するか、またはログインする新規ノードの IP アドレス（またはノード名）

を入力することができます。

• Additional Nodes：現在のログイン ノード グループをリスト表示します。ログイン ノード グ
ループを作成するか、または新規グループを追加する方法は、「DLP-G48 ログイン ノード グ
ループの作成」（p.2-34） を参照してください。

• Disable Network Discovery：このボックスをオンにすると、Node Name フィールドに入力した

ONS 15454（および、存在する場合は、ログイン ノード グループ メンバ）だけを表示します。

DCC を介してこのノードにリンクされているノードは検出されないため、CTC ネットワーク

ビューに表示されません。このオプションを使用すると、DCC に接続されているノードを多数

含むネットワークでの CTC の起動時間が短縮されます。またメモリ消費も減少します。

• Disable Circuit Management：このボックスをオンにすると、既存回線の検出がディセーブルに

なります。このオプションを使用すると、既存回線を多数含むネットワークでの CTC の起動時

間が短縮されます。またメモリ消費も減少します。このオプションによって新規回線の作成と

管理が妨害されることはありません。

ステップ 7 Login をクリックします。

ログインに成功すると、CTC ウィンドウが表示されます。このウィンドウから、他の CTC ビュー

にナビゲートして、ONS 15454 のプロビジョニングと管理を行うことができます。最初にシェルフ

をターンアップする必要がある場合は、第 3 章「ノードのターンアップ」 を参照してください。ロ

グイン上の問題が発生した場合は、『Cisco ONS 15454 Troubleshooting Guide』または『Cisco ONS

15454 SDH Troubleshooting Guide』を参照してください。

ステップ 8 元の手順（NTP）に戻ります。
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DLP-G47 公開鍵セキュリティ証明書のインストール

ステップ 1 Java Plug-in Security Warning ダイアログボックスが表示されたら、次のいずれかのオプションを選

択します。

（注） 表示される Java Plug-in Security Warning ダイアログボックスのオプションは、使用している

JRE バージョンに応じて異なります。JRE 1.4.2 をインストールした場合、4 つのオプション

（Yes、No、Always、More Details）が表示されます。JRE 1.3.1_02 を使用している場合、4
つのオプション（Grant This Session、Deny、Grant Always、View Certificate）が表示されま

す（次の説明ではかっこ内に記載）。

• Yes（Grant This Session）：現在のセッションに対してのみ公開キー証明書を PC にインストール

します。セッションの終了後に証明書が削除されます。ONS 15454 への次回ログイン時に、こ

のダイアログボックスが表示されます。

• No（Deny）：証明書のインストール権限を拒否します。このオプションを選択した場合は、

ONS 15454 にログインすることができません。

• Always（Grant Always）：公開キー証明書をインストールし、セッションが終了したあともこの

証明書を削除しません。このオプションを使用することを推奨します。

• More Details（View Certificate）：公開キー セキュリティ証明書を表示することができます。

ステップ 2 元の手順（NTP）に戻ります。

目的 この作業では、ITU 勧告 X.509 の公開鍵セキュリティ証明書をインストー

ルします。ソフトウェア リリース 4.1 以降を実行するには、公開鍵証明書

が必要となります。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 この作業は 「DLP-G46 CTC へのログイン」（p.2-30） 中に実行します。この

作業の範囲外の作業を実行することはできません。

必須 / 適宜 必須

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル
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DLP-G48 ログイン ノード グループの作成

ステップ 1 Edit メニューから Preferences を選択します。

ステップ 2 Login Node Group と Create Group をクリックします。

ステップ 3 Create Login Group Name ダイアログボックスにグループの名前を入力します。OK をクリックしま

す。

ステップ 4 Members エリアに、このグループに追加するノードの IP アドレス（またはノード名）を入力しま

す。Add をクリックします。グループにノードを追加するたびに、毎回このステップを繰り返しま

す。

ステップ 5 OK をクリックします。

ONS 15454 への次回ログイン時に、このログイン ノード グループが Login ダイアログボックスの

Additional Nodes リストで利用可能になります。たとえば、図 2-2 では、ノード 1、4、および 5 の

IP アドレスを含むログイン ノード グループが作成されます。ログイン時に Additional Nodes リスト

からこのグループを選択して、Disable Network Discovery を選択しないと、図中のすべてのノード

が表示されます。Login Group と Disable Network Discovery を両方とも選択すると、ノード 1、4、お

よび 5 が表示されます。ログイン グループは必要な数だけ作成することができます。これらのグ

ループは、CTC プリファレンス ファイルに保存され、他のユーザに対しては非表示になります。

目的 この作業では、ログイン ノード グループを作成して、ログイン ノードに

DCC 接続ではなく IP 接続している ONS 15454 を表示します。

ツール / 機器 なし

事前準備手順 DLP-G46 CTC へのログイン（p.2-30）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル
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図 2-2 ログイン ノード グループ

ステップ 6 元の手順（NTP）に戻ります。

DLP-G49 現在のセッションまたはログイン グループへのノードの追加

ステップ 1 CTC File メニューから Add Node をクリックします。

ステップ 2 Add Node ダイアログボックスにノード名（または IP アドレス）を入力します。

ステップ 3 現在のログイン グループにノードを追加する場合は、Add node to current login group をオンにしま

す。追加しない場合は、このチェックボックスをオフのままにします。

（注） このチェックボックスは、CTC にログインした際にログイン グループを選択した場合にの

みアクティブになります。

目的 この作業では、現在の CTC セッションまたはログイン ノード グループに

ノードを追加します。

ツール なし

事前準備手順 DLP-G46 CTC へのログイン（p.2-30）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル
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ステップ 4 OK をクリックします。

数秒が経過すると、新規ノードがネットワーク ビュー マップに表示されます。

ステップ 5 元の手順（NTP）に戻ります。

DLP-G50 現在のセッションまたはログイン グループからのノードの削除

ステップ 1 View メニューから Go to Network View を選択します。

ステップ 2 削除するノードをクリックします。

ステップ 3 CTC File メニューから Delete Selected Node をクリックします。

数秒が経過すると、このノードはネットワーク ビュー マップに表示されなくなります。

ステップ 4 元の手順（NTP）に戻ります。

DLP-G51 指定のログイン ノード グループからのノードの削除

目的 この作業では、現在の CTC セッションまたはログイン ノード グループか

らノードを削除します。現在のログイン ノード グループではないグルー

プからノードを削除するには、「DLP-G51 指定のログイン ノード グループ

からのノードの削除」（p.2-36） を参照してください。

ツール なし

事前準備手順 DLP-G46 CTC へのログイン（p.2-30）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル

目的 この作業では、指定したログイン ノード グループからノードを削除しま

す。現在のログイン ノード グループからノードを削除するには、「DLP-G50

現在のセッションまたはログイン グループからのノードの削除」（p.2-36）

を参照してください。

ツール なし

事前準備手順 DLP-G46 CTC へのログイン（p.2-30）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル
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ステップ 1 CTC Edit メニューから、Preferences を選択します。

ステップ 2 Preferences ダイアログボックスで、Login Node Groups タブをクリックします。

ステップ 3 削除するノードを含むログイン ノード グループのタブをクリックします。

ステップ 4 削除するノードをクリックし、続いて Remove をクリックします。

ステップ 5 OK をクリックします。

ステップ 6 元の手順（NTP）に戻ります。

DLP-G52 JRE バージョンの変更

（注） この作業はリリース 6.0 では使用しません。これはサポートされる JRE バージョンが 1 つだけだか

らです。この作業は複数の JRE バージョンをサポートする CTC リリースで使用されます。

ステップ 1 Edit メニューから Preferences を選択します。

ステップ 2 JRE タブをクリックします。JRE タブに、現在の JRE バージョンと推奨バージョンが表示されます。

ステップ 3 Browse ボタンをクリックし、コンピュータ上の JRE ディレクトリに移動します。

ステップ 4 JRE バージョンを選択します。

ステップ 5 OK をクリックします。

ステップ 6 File メニューから Exit を選択します。

ステップ 7 確認用ダイアログボックスで、Yes をクリックします。

ステップ 8 元の手順（NTP）に戻ります。

目的 この作業では、JRE バージョンを変更します。この作業は、ソフトウェア

CD も Documentation CD も使用せずに旧 JRE バージョンから 最新の JRE

バージョンにアップグレードする場合に役立ちます。ブラウザのデフォル

ト バージョンには影響しません。目的の JRE バージョンを選択したら、

CTC を終了してください。ノードへの次回ログイン時に、新規の JRE バー

ジョンが使用されます。

ツール なし

事前準備手順 DLP-G46 CTC へのログイン（p.2-30）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル
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DLP-G53 自動的にポップアップ表示するための CTC アラート ダイアログボックスの設
定

ステップ 1 CTC Alerts ツールバー アイコンをクリックします。

ステップ 2 CTC Alerts ダイアログボックスで、次のいずれかを選択します。

• All alerts：すべての通知に対して CTC Alerts ダイアログボックスが自動的に開くように設定し

ます。

• Error alerts only：回線削除エラーに対してのみ CTC Alerts ダイアログボックスが自動的に開く

ように設定します。

• Never：いかなる場合でも CTC Alerts ダイアログボックスが自動的に開かないように設定しま

す。

ステップ 3 Close をクリックします。

ステップ 4 元の手順（NTP）に戻ります。

目的 この作業では、CTC Alerts ダイアログボックスをすべてのアラートに対し

て開くように設定したり、回線削除エラーに対してのみ開くように設定し

たり、いかなる場合でも開かないように設定したりします。CTC Alerts ダ

イアログボックスには、ネットワーク切断、Send-PDIP の不一致、回線削

除状態、条件取得エラー、およびソフトウェア ダウンロードの失敗が表示

されます。

ツール なし

事前準備手順 DLP-G46 CTC へのログイン（p.2-30）

必須 / 適宜 適宜

オンサイト / リモート オンサイトまたはリモート

セキュリティ レベル プロビジョニング以上のレベル
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